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理 科
自然の事物・現象を主体的・対話的に探究する生徒の育成
―学びに向かう力を育む振り返りの工夫―
小池 かおり・山田 真司・中倉 智美・坪田 智行
１ 主題設定の理由
(1) 共通研究主題との関連
本校理科では平成28年度からの共通研究主
題「深い学びを引き出し，これからの時代に
求められる資質・能力を育むカリキュラム・
デザイン」を受け，新学習指導要領において
育成を目指す資質・能力を育むための指導方
法及び単元構成を，「エネルギー」「粒子」「生
命」「地球」のそれぞれの領域がもつ特徴的な
探究の過程に着目して追究してきた。また，
科学的な対話を活性化させる指導方法につい
ても追究した。第２次では, 生徒の実態を踏
まえ，育成すべき資質・能力を他教科と共有
して再整理を行い，自然の事物・現象を主体的・対話的に探究する生徒の育成を目指して，実践研究
に取り組んだ。
(2) これまでの研究との関連
本校理科では，これまで主体的
に探究する力を育成する課題解決
的な学習の在り方について，探究
の過程を重視した指導方法の研究
を行ってきた。その具体としては，
「粒子」を柱とする単元を中心に，
仮説演繹法による粒子モデルを用
いた学習活動を繰り返し展開し，
粒子概念形成を促すとともに，生
徒の科学的な思考力を育成した。
また，「エネルギー」を柱とする単
元を中心に，課題解決的に学習し
た結果生じた疑問や新たな課題を，
さらに発展させて次の学習へとつ
なげる二段階の学習活動を，連続した２単位時間で行う授業展開についても研究した（図１）。「地球」
を柱とする単元を中心に，演繹法，帰納法と並ぶ推論の基本形式の一つである「仮説的推論」に重点
を置いた探究的な学習の在り方についての研究も行った。前々回研究では，それまでの研究を基に，
小学校で身に付けた問題解決の力をさらに高め，高等学校の科学的な探究へと発展させるような単元
構成についての研究を行った（図２）。いずれも，生徒の主体的な探究に対して有効であることが明
らかになった。しかし，理科を苦手とする生徒については，知識や技能の活用において課題が残った。
図１ 二段階の探究的な活動
図２ 系統的に「探究の技能」を育成する単元構成
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そこで平成28年度・29
年度の前回研究では，
授業における対話に着
目して授業構成や単元
構成を追究した。「探
究の技能」を「科学的
な対話の視点」として
生徒に明示的に指導し
た結果，科学的な思考
力・表現力が高まると
ともに，日常生活の文
脈で知識・技能を活用して探究する力の育成に有効であった。また，同時に理科を学ぶ意義や有用性
を実感することが，主体的に探究する原動力となることが示唆された。
そこで本研究では，前回研究を踏襲しつつ，生徒がより柔軟に，自然の事物・現象に主体的に関わ
って自らの考えをもち，対話を通して科学的な思考力・表現力を高める授業の手立てを追究すること
にした。具体としては，エネルギー，粒子，生命，地球のそれぞれの領域がもつ特徴的な探究の過程
（図３）を再整理し，生徒が自然の事物・現象の中から問題を見いだして課題を設定し，主体的に科
学的な探究に取り組めるようにするために，習得した知識・技能を総合的に活用する探究的な授業を
単元末に位置付けた。これらの手立てを基に単元及び授業を構成し，授業実践を行うことによって，
自然の事物・現象を主体的・対話的に探究する生徒の育成に迫ることにした。
(3) 生徒の現状と課題
本校理科では，これまでも,自然の事物・現象を主体的・対話的に探究する生徒の育成を目指し，
研究を行ってきた。前回研究では，主体的・対話的に探究する手立てとして，課題を解決したいとい
う意欲を高め（動機付け），課題を解決する意味があると思わせ（価値の自覚），探究的な学習活動を
通して自らが課題の解決に関わることができたと実感させ（自己有用感），学習状況を振り返らせる
（メタ認知・省察）ことを，探究の過程を通した学習活動の中で繰り返し行った。毎時の授業の終わ
りには，振り返りシートを用いて，「探究の過程（課題の設定，仮説の立案，観察・実験の計画，考
察など）のどこを意識してどのように取り組んだか」，また「その時間の学びが既習事項とどのよう
につながっていたか，さらに広げたり深めたりしたいことは何か」の二つの視点で振り返りを行い，
自己との対話（メタ認知・省察）を促すことを目指した。しかし現状としては,限られた時間の中で
生徒にとっても教師にとっても有用性のある振り返りになっておらず，学習したことが授業の中にと
どまっており，身近な自然の中から問題を見いだすことに生かされていない生徒が少なからずいる。
そこで，生徒自身が身近な自然の事物・現象から問題を見いだす力の育成をねらい，振り返りの在り
方や活用についても検討することとした。
以上，(1)～(3) から，本教科の研究主題を「自然の事物・現象を主体的・対話的に探究する生徒
の育成―学びに向かう力を育む振り返りの工夫―」とした。
２ 本研究で目指す生徒像
本校理科が目指す生徒の姿は，自然の事物・現象に進んで関わり，その中に問題を見いだし，既
有の知識や技能を活用して自分の考えをもち，観察・実験を計画して行い，主体的・対話的に探究す
る姿である。
３ 研究計画・経過
(1) 研究計画
① 対象生徒 本校第２学年及び第３学年
図３ 各領域に特徴的な探究の過程
エネルギー・粒子領域に特徴的な探究の型
観察・実験結果を基に，仮説演繹法に基づいて思考し，知
識や概念を活用して事物・現象の説明仮説を立て，変数
に着目して検証のための観察･実験を計画して実行し，結
果を分析･解釈して結論を導出
仮説検証型
課題解決の目的をもって変数を制御しながら実験を
行い，実験結果(主に量的データ)を分析･解釈し，規
則性の有無を見いだして結論を導出
実験･結論型
生命・地球領域に特徴的な探究の型
原因類推型
観察結果を基に，仮説的推論に基づいて思考し，時間
的･空間的に長大で，再現性の低い事物･現象の合理的
な説明 (結論･説明仮説)を発見的に導出
観察･結論型
課題解決の目的（観察の視点）をもって観察を
行い，観察結果(主に質的データ)を分析･解釈し，
規則性･多様性を見いだして結論を導出
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② 研究期間 平成30年６月～11月
令和元年９月～11月
③ 単元 第２学年…化学変化と原子分子
第３学年…化学変化とイオン
④ 検証方法 アンケート調査（資料１），調査問題（プレ・ポスト）
(2) 研究の概要及び経過
習得した知識・技能を分野・領域を越えて総合して活用し，対話を通して考えを広げたり深めた
りできるよう，単元構成並びに授業構成を行った（資料２）。また，振り返りシートを用いた振り
返りを視点を明確にして行い，探究的な学習活動における探究の技能についてメタ認知すること，
また生徒自身が日常生活や既習の知識・技能と授業を関連付けたり，解決しきれなかった疑問をシ
ートに残していくことで，新たな探究に向かう意欲を養うことをねらった。以下に具体を示す。
○ 領域を横断する二段階の探究的
な学習を単元末に設定する
本校理科ではこれまでも単元末に，
パフォーマンス課題を設定し，二段階
の探究的な学習活動を展開している（図
１）。これは，まず「探究１」の観察・
実験結果を分析・解釈し，次に，そこ
から新たな課題を見いだして「探究２」
を行い，結論を導出する学習活動のこ
とである。「エネルギー」，「粒子」，「生
命」，「地球」のそれぞれの柱の中での
授業実践を行ったところ，知識・技能
の定着と，科学的な概念の形成に有効
であった。そこで，本研究では，「探究
１」で得られた結論を，学習した別の
分野・領域の事物・現象に活用する「探
究２」を行う展開を追究した（図４）。この展開によって，科学的な概念の形成をより一層図ると
ともに，科学的な見方・考え方を広げ，知識・技能を総合して自然の事物・現象を捉えることをね
らった。
○ 自分の考えをもち，対話を通して自らの考えを高める手立てを開発する
対話には「対象との対話（対象に経験や知識を適用すること）」「他者との対話（言語活動を通し
て考えを高めること）」「自己との対話（省察，メタ認知）」の側面がある。この三つの側面を相互
に関連させながら，自然の事物・現象を探究することによって，科学的な思考力や表現力が高まる
と考える。これまでの実践では，理科を得意とする生徒を中心に探究が進みがちで，全ての生徒が
対話を通して自分の考えを高められているかが課題であった。そこで，本研究では，全ての生徒が
課題解決への意欲と見通しをもち，「他者との対話」を通して自分の考えを高めながら課題解決を
行える手立てを追究した。授業の導入から小集団で話し合うまでが重要であると考え，次の４点に
基づいた手立てを授業に位置付けた。
【動機付け】…事物・現象の中に問題を見いだし，生徒が課題を設定することで課題解決の意欲を
高める
【活用する既習内容の想起】…全ての生徒が自分の考えをもてるように，活用する知識・技能を振
り返る
【足場掛け】…課題解決に必要な情報を与え，小集団で話し合えば解決できそうだと思えるように
する
【学習の見通し】…課題解決までの見通しをもたせ，探究の過程における学習活動を意味付ける
図４ 分野・領域を横断する探究的な学習活動例
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○ 振り返りシートの工夫
新学習指導要領総則「指導計画の作成等
に当たって配慮すべき事項」には,｢各教科
等の指導に当たっては，生徒が学習の見通
しを立てたり学習したことを振り返ったり
する活動を計画的に取り入れる」ようにす
ることが規定された。これは,「生きる力
を育み，確かな学力を身に付けるために不
可欠なものとして，今回特に規定を新たに
追加したもの」と明記されている。本校理
科ではこれまでも，授業の終末に振り返り
シートを用いた振り返りを行っており，多
くの生徒が知識・技能の振り返りはできるようになっている。そこで，本研究では学びに向かう力
を育むことを目指し，振り返りの視点を再検討した。振り返りの視点は図５に示す２点で，１点目
は教師がその授業で特に育成したいと考える探究の技能について指示し，すべての生徒が同じ視点
で振り返ることができるようにした。具体的には，１時間の探究的な授業を，①課題設定の前まで
②課題の設定 ③仮説の立案 ④観察実験の計画及び実行 ⑤考察 ⑥振り返りの６つの場面に分け，
その学習場面での自分の学びがどうであったか，メタ認知できることを目指すこととした。２点目
は，今までの経験や学習で得たことで，今日の学習に役立ったことがあるか，また今日の学習が他
の学習や日常生活で役立ちそうなことはあるかについて振り返ることを視点とした。この視点で振
り返ることを繰り返すことで，生徒が自ら学習内容を関連付けようとすること，その際，授業と同
様に，知識や技能が領域を越えて総合的に活用できるようになること，また知識や技能の活用だけ
では解決しきれない疑問が，新たな探究へ繋がるのではないかと考えた。また，生徒のメタ認知や
意欲の向上を促すために，生徒が振り返りを見返すことに意味があると考え，そのための工夫とし
て，記述内容に対する評価を１点目についてはＡ～Ｃの三段階（Ａ…具体を挙げて説明できている，
Ｂ…具体はないが指示された場面で振り返りができている，Ｃ…探究の過程を振り返ることができ
ていない），２点目についてはＡ～Ｄの四段階（Ａ…新たな疑問を具体的に記述している，Ｂ…疑
問を記述している，Ｃ…知識・技能を振り返ることができている，Ｄ…Ａ～Ｃにあてはまらない，
感想等を記述している）でフィードバックすることにした。これにより，生徒は自分のシートを見
返すだけでなく，生徒同士が振り返りシートを使って交流するのではないか，その際，他者の多様
な視点に気づき，振り返りシートに今までになかった視点で記述できるようになるのではないかと
考えた。
(3) 授業実践の例
① 題材 「水の電気分解」～燃料電池と関連付けて捉える～
② 授業の概要
水の電気分解について，粒子領域の学習活動で得た知識及び技能を活用するとともに，エネル
ギーの視点からもこの化学変化について考える。水の電気分解は可逆変化であり，逆の化学変化
によってエネルギーを得られるという点が，これまでに扱った化学変化とは異なる点である。そ
こで，エネルギーの視点を含む化学変化のモデルを使って生徒自ら可逆変化やエネルギーとの関
係を仮説として見いだし，実験を通して検証することで，粒子とエネルギーの概念を関連付けて
捉えられるようにする。また，分解の様子を基に仮説を立て，妥当性を吟味する過程で，自分の
仮説を再考したり，化学式や粒子モデルを用いて分かりやすく相手に伝えたりする活動を通じて，
科学的な思考力や表現力も高めていく。終末には，燃料電池として電気自動車や家庭用燃料電池
などは先進各国で実証実験が行われていることを紹介し，化学変化を理解することの有用性や，
図５ 振り返りシート
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エネルギーと関連付けて考えることの意義について実感できるようにする。この学習は，第３学
年の「化学変化とイオン」及び「運動とエネルギー」の単元につながる内容でもある。
③ この単元（題材）で育成したい資質・能力
○物質やエネルギーに関する事物・現象に問題を見いだして課題を設定し，原子や分子と関連付
けながら実験を行い，果を分析して解釈し，化学変化における物質の変化やその量的な関係を
見いだして表現するなど，科学的に探究する活動を通して，規則性を見いだしたり課題を解決
したりする力
○水の電気分解を原子や分子のモデルと関連付けながら考え，化学変化に関する基本的な知識や
概念及び事物・現象を科学的に探究するために必要な観察，実験などに関する基本的な技能
○日常生活や社会の中の事物・現象に化学変化に関する知識や概念を活用し，多面的・総合的に
探究しようとする態度
④ 本時の位置付け
本時は粒子領域とエネルギー領域を横断するパフォーマンス課題として，小単元末に位置付けた。
⑤ 授業のようす
生徒は，化学変化は原子の組み合わせが変わることで，別の新しい物質ができる変化であり，水
を分解するためには電気のエネルギーが必要であるということは理解している。しかし，水の電気
分解について，分解するために加えた電気のエネルギーはその後どうなるのかというエネルギーの
視点を含めて捉えている生徒は少ない。第３学年の運動とエネルギーの単元では，エネルギーが移
り変わったり，保存されたりすることを学習するが，第１学年の植物の世界や，第２学年の化学変
化と原子・分子などの単元で，エネルギーの視点を踏まえて学習することで，よりスムーズにエネ
ルギーの概念を獲得することができると考えた。まず，本時では光合成の学習を想起させ，光のエ
ネルギーによって生成されたデンプンや酸素から生命活動のエネルギーが再び取り出されることか
ら，水の電気分解で生成された水素と酸素でも再びエネルギーを取り出すことができるのではない
かという仮説を立て，それらを取り出すための実験を計画した。生徒は，第１学年の気体の性質の
学習から，水素を燃やすことで酸素と結びつき，光や熱や音のエネルギーを取り出すことができる
と考えた。授業では，爆鳴気の実験を行うことで水素と酸素の反応から，再びエネルギーを取り出
すことができることを理解することができた。さらに電気分解装置と燃料電池を用いて，自らが実
際に水を電気分解して得られた水素と酸素から電気のエネルギーを取り出す実験を行うことで，分
解する際に加えた電気のエネルギーを，同じ電気として
も再び取り出すことができることを実感することができ
た（図６）。それらのことを総合して，水の電気分解は
可逆的な反応であり，加えたエネルギーを再び取り出す
ことができることや，エネルギーは様々なすがたに移り
変わることなど，化学変化とエネルギーとの関係につい
て理解を深めることができた。そして，終末に電気自動
車や家庭用燃料電池について紹介し，化学変化をエネル
ギーなどの他の領域と関連づけて多面的総合的に捉えて
いくことが大切であるということを共有した。
⑥ 振り返りのようす
授業終了後の生徒の振り返りシートには，図７のような記述が見られた。
〇エネルギーという概念と今までに習った内容を基に実験を考えることができた。水素と酸素からエ
ネルギーを生み出すことができる燃料電池のしくみを詳しく知ったり，自分で作ったりしてみたい。
〇水素と酸素から得たエネルギーは持続可能な社会（SDGｓ）にも大きく関わっている。可逆変化を
用いた発想の転換から，様々なエネルギーを取り出せるものは他にもあるのだろうか？
図７ 「水の電気分解」の授業後の振り返りシートの記述
図６ 燃料電池の実験のようす
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４ 研究の成果と課題
学びに向かう力を育むこ
とを目指した振り返りの実
践について，毎時の振り返
りを前述の基準で評価し，
フィードバックした（図８）。
授業開始前に振り返りシー
トが返却されると，生徒は
前時の授業内容を振り返る
とともに，自分の記述に対
する評価を確認し，班員の
ものと見比べ，互いが何を
どのように振り返っている
のかを共有する姿が見受け
られた。また探究の過程に
おける自分の姿を，振り返
りシートを使って振り返ることで，「次の時間
は，～のようにしよう。」とつぶやく生徒の姿
もあった。粒子を柱とする領域でこれを継続
したところ，メタ認知をねらった振り返りシ
ート左側の探究の過程の振り返りでは，第２
学年，第３学年ともに，記述内容の具体性に
変化が見られた（図９）。図10は生徒の記述内
容の抜粋である。これらのことから，探究の
過程を意識して振り返りを行うことは，メタ
認知の向上や次の学習に向かう意欲につなが
るのではないかと考える。
（考察）課題と正対した考察ができた。
→○水溶液中に水素イオンがあることと，水素が一方または出方に差があることから，電子がど
のように移動しているかを考えることができた。
○実験結果を根拠に考えられたが，結果を正確にとることをあまり意識できていなかったため，
考察も曖昧なものになってしまったのが反省。
○陽極は＋、陰極は－に帯電しているから，それぞれのイオンが引き寄せられるという知識を
当然と思わずに，どういう原理で電子が移動していくかについて，納得のいく説明を考えた。
○今までの学習をもとに，それぞれの原子のもつ電子の数に着目して，理論と結果が結びつく
ように書くことを心がけた。
○イオンがどのように変化して電子の移動が生み出されるのかを，イオンと電極周辺の性質を
合わせて考えることができた。
（実験実行）仮説の検証のための実験を，計画に従って行うことができた。
→○電流が流れる・流れないだけではなく，水溶液中に何が起きているのかを，水溶液や電極の
変化に注目して観察することができた。
○電流計の使い方にに注意して，手早く実験できた。最初電極をつける時間が長すぎて，マグ
ネシウムが溶けてしまった。
○班内で協力できた。統一する条件として，食塩水の量があったが，これを統一させるのは難
しかった。これが結果がばらついた理由か？
図10 探究の過程を振り返った生徒の記述の変化
図９ 探究の過程の振り返りについての
記述内容の割合の変化（第３学年）
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図８ 生徒の振り返りシート
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また，振り返りシート右側の，生徒が自ら
学習内容を関連付けようとすること，その際
授業と同様に，知識や技能が領域を越えて総
合的に活用できるようになること，また知識
や技能の活用だけでは解決しきれない疑問が，
新たな探究へ繋がること，これらを本研究で
は学びに向かう力につながるものと捉え，シ
ート左側と同様に分析した。第２学年，第３
学年ともに，知識の振り返りが他の領域と関
連付けられたものになったり，さらに解決し
たいと思われる疑問になったりと，記述内容
に変化が見られた（図11）。
さらに，単元終了後に，単元を通した振り返りを，振り返り
シートを用いて行う時間を設定した（図12）。生徒は，シート
の右側に記録した内容とノートを照らし合わせながら再度学習
内容を振り返り，授業で解決しきれなかった課題を自分なりに
解決する実験を計画することができていた。また単元に関する
自由記述欄には，学習内容を生活の中で捉え直そうとするもの
や，自然に対する興味・関心の高まりを感じさせるもの，また
先哲を敬う記述等が見られた（図13）。
○「見えない現象を見えるようにし，科学的な疑問を解決できる」という点に，面白さを感じた。また
身の回りにもイオンを使ったものや方法（燃料電池，中和など）がたくさんあり，今までは遠い存在
だったイオンが身近になったように思えた。
○目に見えないから非日常に感じるけど，身の回りには様々なところでイオンが利用されていることが
わかって，イオンについて考えを深めるよいきっかけになった。最初にイオンの仕組みがわかった人
や電池を考えた人などは，目に見えないものをどうやって考えたんだろう。科学者ってすごい！
○日常的に考えてもイオンは身の回りの至る所に存在し，時には環境問題にまで関係している切っても
切り離せないものだ。深めようと思えばいくらでも深められる単元だと感じた。
○この単元は他教科や日常生活との関連がもっとありそうなので，調べたり考えたりしてみたい。
○鉄棒がさびたり，いつも使うリモコンの電池だったりと，とても生活に密接に結びついているなと思
った。知れば知るほど面白くなり奥が深くなるので，もっと詳しく学びたい。
図13 単元終了後の振り返りシートの記述
本研究の手立てによって，既習の知識・技能を関連付けて科学的に思考したり表現したりする力
や概念形成について有意な上昇が見られた。しかし，全ての生徒が既習の知識・技能を関連付け，
対話を通して探究を深められるようにするには，手立ての更なる改善が必要である。また学びに向
かう力を育成することを目指した振り返りについては，実践する中で，多くの課題に気付かされた。
その具体としては，生徒にとって有用な振り返りにするためには，ある程度の時間が必要であり，
その時間を授業時間内に確保することが難しいこと，評価をフィードバックする際の基準が教師の
主観に依存し不明瞭であること，振り返りの有用性を生徒自身が実感し，それを維持させることな
どが挙げられる。今後も，探究の過程に着目した指導方法・単元構成の追究を継続しながら，問題
を見いだす力を育成するための指導方法や振り返りの工夫について模索し，身近な自然の事物・現
象から問題を見いだし，主体的・対話的に探究する生徒の育成を目指していきたい。
図11 既習内容との関連や新たな探究についての
記述内容の割合の変化（第３学年）
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図12 単元の振り返りシート
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資料１ 事前事後のアンケート
○ これからは調査することは，理科の成績には関係がありません。思ったとおり答えてください。
以下の項目について，回答シートの５～１の数字をぬってください。
そう思う…５ ややそう思う…４ どちらともいえない…３ ややそうは思わない…２ そうは思わない…１
(1) これから何を調べるのか，考えるようにしています。
(2) 大事なところはどこか，考えるようにしています。
(3) グループの話し合いで友だちの意見を聞いて，自分の意見を考え直すことがあります。
(4) 今までに習ったことを思い出しながら，仮説を立てるようにしています。
(5) グループで話し合いをしていると，自分の考えがまとまることがあります。
(6) 先生のアドバイスを聞いて，自分の意見を考え直すことがあります。
(7) 計画通りに進んでいるかどうか，確認するようにしています。
(8) 先生の説明と自分の意見を比べながら聞くようにしています。
(9) 次に何をするのか考えながら，観察や実験をするようにしています。
(10) 計画通りにできたかどうか，振り返るようにしています。
(11) 自分は何を調べたのか，振り返るようにしています。
(12) グループの話し合いで，友だちの意見と自分の意見を比べながら聞くようにしています。
(13) 先生と話をしているうちに，自分の考えがはっきりしてくることがあります。
(14) 先生の説明を聞いていると，自分の考えがまとまることがあります。
(15) 私は実験を失敗しないと決めたら，本当に失敗しません。
(16) 私はわりと頭がよいので，理科はよくできます。
(17) 私はやる気になれば，理科は難しいことでもわかります。
(18) 私は理科の実験で間違えないと決めたら，間違えません。
(19) 理科の勉強なら，私はとてもよくできます。
(20) 理科の勉強をすると決めたら，私はすごく頑張ることができます。
(21) 私は理科でよい成績を取ろうと思えば，よい成績を取ることができます。
(22) その気になれば，理科の先生の言うことをとても注意して聞くことができます。
(23) 頑張らなくても，理科の勉強はすぐわかります。
(24) 私は集中して理科の授業を受けることができます。
(25) 理科は好きな教科です。
(26) 理科の授業を楽しんで受けています。
(27) 日ごろから，理科的なものに興味・関心があります。
(28) 理科の授業で学習したことを，日ごろの生活の中で思い出すことがあります。
(29) 身の回りの生き物に興味・関心を持っていません。
(30) 日ごろから解決したい疑問を持っています。
(31) 理科教室や廊下の展示物，掲示物はあまり見ません。
(32) 理科の授業で，考える力をつけたいと努力しています。
(33) 自分の活動が班やクラスに役に立つように努力しています。
(34) テレビや新聞で報道される科学的な内容は，あまり見ません。
(35) 実験や観察がうまくいかなかったときでも，最後までやります。
(36) 理科の授業で自分の考えをはっきりと発表できています。
(37) 課題（問題）をつかんだら，筋道を立てて考えようとしています。
(38) 科学が世の中のために役立っていることを，実感したことがありません。
(39) 身の回りのいろいろに生き物すべてが，地球の一員として価値あると実感したことがあります。
(40) 学校で習わない身近な自然現象についても，何か新しいところ，変わった点はないかと探してみたり調べ
たりすることがあります。
(41) 授業を振り返ることが，次の学習に生かされていると感じることがあります。
(42) 班のみんなと相談しながら実験や観察をやってみるのが楽しいです。
(43) 知らない問題に出会うと，学校では必要なくても，わかるまで調べます。
(44) 難しいことがあっても，がんばる方です。
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資料２ 単元構成の例（第２学年「化学変化と原子・分子」の単元計画）
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